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「愛が真の知識とあらゆる識別力により豊かに」 ピリピ１：６～１０ 

  

Ⅰ 素晴らしい神の恵み→「あなたがたのうちに良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が

来るまでにそれを完成させてくださる」：６。パウロが福音を伝え、ピリピの人々が救われても、彼らを

霊的に新生させたのは、パウロではなく神ご自身。ピリピ人の内に、そして私達の内に良い働き（救い

の業）を始められた神ご自身は、その救いの業を途中で投げ出される事や欠点の多い私達を見捨てられ

る事は決してなく、キリスト・イエスの日（再臨の日）が来るまでに救い（①義認：私達の罪を赦し、

義＝無罪・正しいとされる。神と正しい関係になる。②聖化：主の姿に聖め続けて下さる。③栄化：主

と同じ姿に変えて下さる。３：２１）を完成させて下さる。救いは神が始めて下さり、後は私達の力で

頑張って完成させなければならないのではない。それは不可能。神の恵みで救われ、神の恵みで聖めら

れ続け、神の恵みで主にお会いし主の姿に変えられる。 

 

Ⅱ 神の恵みへの応答。１．神と神の良い働きを堅く信じる、信じる事を選び取る→「私は堅く信じて

いるのです」：６。すべての支配者の神を信頼するほうを選び取り平安を得る。自分の力を誇るのではな

く、神に拠り頼み続ける。２．主のしもべが投獄されている時も、福音を弁明し立証している時も、主

のしもべと共に恵みにあずかる→：７。自分もできる分で福音を伝える。福音を伝える主のしもべの為

に祈り支援をする。その事を通して共に主の恵みに、福音を広める業にあずかる。３．主の愛をいただ

いて愛し合う。：８。主は、パウロを、私達を慕い愛しておられる。その主の愛を受け続ける時、私達は

人々を愛する者に変えられる。４．祈る。「あなたがたの愛が真の知識とあらゆる識別力によって、いよ

いよ豊かになり」：９。真の知識→神と御子を深く知り続ける知識（エペソ１：１７、４：１３）。真理、

御言葉を知り続ける真の知識、善悪を知る知識を与えて下さる神、私達を心から愛しておられる神の愛

を深く知る知識。ⅰ自分の愛、人々の愛が無知な間違った愛ではなく、真の知識とあらゆる識別力（原

語：知覚、感覚、理解）によって、いよいよ豊かになるように祈り、次のような愛にならないように祈

りたい→.真の知識と識別力によらない愛→①盲目的な愛。判断、理性のない状態。②不正を正さない愛

（真の愛は「不正を喜ばずに真理を喜びます」Ⅰコリ１３：６）。③真に相手の益にならないものまで与

え、かえって害を与える間違った愛。相手に嫌われることを恐れて、健全な「ノー」が言えず支配され

てしまう。それはお互いの為にならない。④自分の責任と相手の責任の境界線を自覚せず、先々に相手

の分までやってしまう。相手が自分の責任を負うことや自分の蒔いたものの結果を自分で刈り取る事で

学び成長する機会を奪ってしまう。私達を愛しておられる神は、私達に蒔いたものを刈り取らせ、学ば

せ、教えられる。「神は侮られるような方ではありません。人は種を蒔けば、その刈取りもすることにな

ります」（ガラ６：７）。真の愛は縛るのではなく、相手の成長、神がその人に用意しておられる将来を

その人が自分で発見し、その目標に向かって進むのを手伝う。大切な事は、分を越えて人の評価を上げ

ようとする事ではなく、神からの自分の分を喜んで果たす事であり、神ご自身の変わらない愛を価値観

の土台とする事→「わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している」（イザ４３：

４）。ⅱ神が与えて下さる真の愛の実践→①相手の真の必要と真に益となることを祈りつつ識別して与え

る愛。②自分自身を識別できるように祈る。謝りにくく、攻撃的、支配的になりやすいタイプか？それ

とも、必要以上に謝り、言いなりになり、すぐに身を引こうとするタイプか？前者のタイプの人は、寛



容な愛を祈り求める。相手の正直な気持ちや「ノー」にも耳を傾ける。後者のタイプの人は、聖なる勇

気をもって向き合う愛（自分の気持ちや「はい」か「いいえ」を愛をもって相手に真実に伝える愛）を

祈り求める。③相手の求めるまま（間違った求めもある）に従い、相手に支配、コントロールされては

いけない。自分も相手を支配（「ノー」を言わせない圧力をかける）してはいけない。その為には、「真

の支配者」は、相手でもなく自分でもなく（人間ではなく）、「主なる神ご自身のみ」という聖なる自覚

とその神がいつも共にいて下さるという自覚が大切→「神に聞き従うより、あなたがたに聞き従うほう

が、神の前に正しいかどうか、判断してください」（使徒４：１９）。主にあって「はい」と「いいえ」

を健全に言える関係を祈り求める。すぐにはできなくても。一歩一歩。④人に必要な愛を与えるだけで

はなく、自分に必要がある時、神に祈りつつ信頼できる人に相談し、必要な支援を受ける。「互いに愛し

合いなさい」（ヨハ１３：３４）。相手の為に祈ると同時に、自分の為にも祈ってもらう。与える事と受

ける事のバランスが大切。介護も。⑤人間的な愛は、人を真に生かすのではなく、人を利用する関係、

支配する関係、支配される関係、縛り縛られる関係となる。神が下さる真の愛は、人を利用したり、支

配したり、支配されたりせず、相手が主と結びつき、主にあって成長することを援助して行く。「私たち

は、あなたがたの信仰を支配しようとする者ではなく、あなたがたの喜びのために働く協力者です」Ⅱ

コリ１：２４。真の愛は人を支配せず、人に支配されず、主を恐れ尊んで（主に喜ばれる事を見分けな

がら。エペ５：１０）、人に仕える。⑥自分の分、人の分、互いに協力し合う分を祈りつつ識別する。日々

の祈り：「私たちの愛が真の知識とあらゆる識別力によって、いよいよ豊かになり、真にすぐれたもの（神

のみこころにかなうもの）を見分ける事ができるようになりますように」。人を変える事は私達の分では

ない。私達の分＝御言葉と祈りにより自分と愛の源である神との関係を深める。神から識別力のある愛

をいただき、神の時に委ね、とりなしの祈りをする。 

 


